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協力しあう学級づくり
一構成的グ)Irープエンカウンターの実践を通してー
学習開発分野 (1422ω06) 鬼海康博
日本の子どもたちは学級に所属し，学校生活の大半を学級集団の一員として生活する。し
かし近年子どもたちの人間関係の希薄化が一固となり，コミュニケーション能力の低下が
危慎される。このような現状を踏まえ，学校教育では人間関係形成コミュニケーション能
力衝専のために構成的グノレープエンカウンターが活用されることがある。本研究では主に
小学校現場で協力しあう学級を作るために構成的グループエンカウンターを活用すること
の有釧主を検討した結果，効果があることが明らかになった。
[キー ワー ド] 学級経営， 協力， コミュニケー ション， 構成的グループエンカウンター
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及E期究の背景
日本の子どもたちは，学校という場において，
学級集団に所属し，学校生活の大半を学級担任や
級友と共に過ごす。学級担任は，学級に属する子
どもたちと接する機会に恵まれ，日常の姿や学校
生活の状況を最も把握できると考える。そのため
学級担任には，学習指導に加え学級経営を基盤と
した生徒指導の側面も求められ，果たすべき責務
は大きなものとなる。とのような学級の状態の背
景から，近年，学級担任の学級経営も及ばず学級崩
壊へと進む学級が見浸けられる。
学級崩壊については，文部科学省『学級経営の
充実に関する調査研究~ (2000)によると「学級が
うまく機能しない状況」を「子どもたちが教室内
で勝手な行動をして教師の指導に従わず，授業が
成立しないなど，集団教育という学校の機能が成
立しない学級の状態が一定期間継続し，学級担任
による通常の指導では問題解決ができない状況に
立ち至っている場合」と述べている。加えて「学
級がうまく機能しない制加に対処するため，六つ
の視点を提示した。視点、の内の一つに(iv)信頼関
係づくりとコミュニケーションの充実を挙げて
いる。このことは，コミュニケーションを充実させ
ることが，学級がうまく機能しない状況を回復す
る手立ての一つだと考えることができる。
子どもたちのコミュニケーションの現状と課
題として，コミュニケーション教育推進会議審議
経過報告書で(2011)はr21帥己を生きる子どもた
ちは，積極的な『聞かれた個~ (自己を確立しつつ，
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他者を受容し，多様な価値観を持つ人々と共に思
考し，協力・協働しながら課題を角献し，新たな価
値を生み出しながら社会に貢献することができる
個人)であることが求められる」と述べている。こ
のような背景から，様々な人左コミュ=ケーショ
ンの充実を図り，多様な価値観に触れることや新
しい価値を生み出す体験を通して，学級内に協力
しあう関係を育むことが求められている。
以上のことから教師には学級崩壊という問題
を未然に防ぐための手立ての一つ左して，コミュ
ニケーションの充実が挙げられる。現在，学校現
場においては、子ども同士のコミュニケーション
の交流を通して協力しあうことの犬切さを体験的
に学ばせることができる構成的グループエンカワ
ンター(以後部Eと記述)が注目観されている。
よって，授業実践の場において SGEを活用するこ
ととした。
(2)研究の目的
協力とは「ある目的に向かって力を合わせるこ
と(大辞林)Jである。協力という行為には他者と
調和し共に生きることや共に問題解決に取り組む
ことが含まれる。また， r協力する」上で，コミュ
ニケーションは欠かせなし九コミュニケーション
とは「人聞が互いに意思・感情・思考を伝達しあ
うこと。言語・文字その他視覚・聴覚に訴える身
振り・表情・声などの手段によって行う(大辞林)J
ものである。
本研究では，協力しあう学級を作るために，コミ
ュニケーションの充実を図るSGEの有効性を明ら
かにしていくことである。
(3)研究の方法
協力しあう学級づくりについて，人間関係形成
を基盤とした学級活動に焦点を置き，先行研究と
文献を整理する。さらに朝龍専門実習で実践した
回Eを活用した2回の学級活動の考察を行い，協
力しあう学級について検討したい。 SGEの実践に
おいては，ノンパーパルコミュニケーションを主
として活用する「共同絵画」と，言語を主として活
用する「レゴプロックで乗り物を作ろう」とした。
2 先行研究の検討
園分・岡田(1996)は， i構成的グループエンカ
ワンターは集団内でのコミュニケーションづくり
にも効果的である。先生と子どもたち・生徒の信
頼関係をつくり，さらに，子どもたち・生徒のコミ
ュニケーションを円滑にする効呆がある」と述べ
ている。
園分(1996)は. i学級経営における教師の意図
的な人間関係づくりが，教育に不可欠である。そし
て構成的グループエンカウンター(SGE)は自己陶
拾にいたる人間関係づくり，学級集団形態にきわ
めて有効な手法である」と述べている。
このことから，コミュニケーションの充実や人
間関係づくりにSGEを活用することが有効である
と言っている。
圏分(1996)は， SGEの目的・目標について「ふ
れあい(ホンネとホンネの交流)と自他発見(自他
の固有性・独自性・かけがえのなさの発見)を目標
とし，個人の行動変容を目的としている」と述べて
し、る。
また，園分(1996)は，構成的グループについて
「ファシリテーターが主導権をとって，課題を与
えたりエクササイズをさせたりするグループであ
る」と述べている。エンカウンターについて「エ
ンカウンター(ホンネとホンネのふれあい)すると
は，①ホンネを知る(自己知覚)，②ホンネを表現す
る(自己開示)，③ホンネを主張する(自己主張お，④
他者のホンネを受け入れる(他者受容=傾聴訓紛，
⑤他者の行動の一環性を信ずる(信頼感)，⑥他者
とのかかわりをもっ(役割遂行)jと述べている。
SGEとは，①~⑥の条件を含み，集団でのふれ合
いを位孟匝んでいく活動である。またカウンセりン
グの理論にのっとって，体験的に学べるように構
成されたものである。
阿部(2∞6)は，圏分(1996)の示すエンカウンタ
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一・グル~プの目標に加えて rl，仲間に自分をわ
かってもらう体験Ji2.日常とは違った仲間関係の
形成」と述べている。
SGEは，コミュニケーションを通して，人間関係
を形成していく一つの手立てとなる。また，子ど
も同士の関係の中で自己を発見し，自己開示や自
己融事をしながら，他若理解も進める働きがある。
SGEは，集団内で本音と本音の交流ができる人
間関係を形成するものである。また，互いに好意を
持ちあう関係を育み，不必要な緊張，防衛，気兼ね
をなくし，恩いやりや信頼の気持ちの交流を促進
する。そして，他者受容や信頼感，役割滋子から思
いやりや信頼しあう関係を育み，協力しあう学級
へと向かうことが期待される。
このようなととから，学校の教育現場において
SGEを活用することは，コミュニケーションを充
実させ，自己受容・他若受容を促進させ，子ども
同士の協力する関係を作る手立てとなると考える。
3 実践と結果(明らかになったこと)
本研究の実践は，教職専門実習 IIで配属された
山形市立0小学校の3年生(12名)を対象にSGEを
取り入れた学級活動を行ったことについてのもの
である。
山形市立0小学校の3年生の子どもたちは，授
業場面，日常生活場面においても会話が多く，明る
い学級である。しかし，会話の中に相手のことを考
えず自己中心的な発言をする傾向がある。とりわ
けA児に至つては自己主張が強く，他者の意見を
受け入れないととがある。
SGEを取り入れた学級活動の実臨1)
題材名 共同絵画
対象 山形市立0小学校
参加人数 12名
実施日時 2014年 11月6日
ねらい
助け合いながら課題を解決すること
ができる
ウォーミングアップ:自分の背中に貼
られた動物の名前を当てる。
内容
エクササイズ :4人グループになり，4
人で一枚の絵を完成させる。ただし，
絵を描く時に決して話をしてはいけ
なしL絵には「学校ji山」りIljr空」
|のω 摘を必柑くこととする。
(活動後の変容が見られる感想の蹴粋)
・しっばいしてもみんなが桧をなおしてくれるし，
しゃべってもだめだったけどみんなできょうりよ
くして1枚の絵ができてほん当によかったです。
.みんなできょう力しないとできない遣wもある
んだなと思いました。
・なにも言わなくても，その相手に手で表したり，
ったわればいろいろなことができるんだなあと思
いました。
部Eを取り入れた学級活動の実践②
題材名 レゴブロックで乗り物を作ろう
対象 山形市立0小学校
参加人数 12名
実施日時 2014年11月25日
ねらい
話し合いながら課題を解決すること
ができる
ウォーミングアップ:レゴプロックを
使い，友達を作る。
エクササイズ:4人グル)プを作り，1
内容
つのグル}プにレゴプロックを印個
渡す。グループで「こんな乗り物があ
ったらいいな」という架空の乗り物を
話し合いながらJ1つの乗り物を完成
させる。
グIいープ内のコミュニケーション
A児 これはまずこうでしょ(一人で勝手にプロ
ックを組み立てる)。
B児 ねえ，みんな何作る?
C児 そうだ，新幹線を作ろうよ。
A児 (手を止め)それいいね。僕のプロック使
ヱエよ』
C児 皆，こー ゅー のを作って。
D児 トンネルがあっても面白いかもね。
C児 いいね.それ岨トンネノレも作ろう。
B児 トンネJ哨ったけど、綿織がトンネノレを
通らないよ。
D児 どうしようっか…
(活動後の変容が見られる感想の抜粋)
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-みんなで，未来からきた，おんぼろタイムマシン
をつくって，おもしろかったです。
・グループのみんなで協力して，しんかしたしんか
んせんができてうれしかったです。
・みんなで「しんかしたしんかんせん」をつくれ
てよかったし，話し合いながらつくるのは大事な
ことだと思いました。
・話し合いながらつくるのは大事なことだと思い
ました
図L活動の様子
4 考察
教職専門実習IIにおける， ["共同絵画j及び「レ
ゴプロックで乗り物を作ろうJといったSGEを取
り入れた学級活動から，明らかになったことにつ
いて考察する。
第lに「共同絵画jでは，グループで誰がどのお
題を描くかノンパーパルコミュニケーションを活
用し，他者とふれあいながら交流をしていた。活動
の中でE児が描いた川の絵に，更にF児が魚を描き
加えるなどして，創造的に活動を行う様子が観察
された。ふりかえりカードの「みんなできょう力
しないとできない遊びもあるんだなあと.~いまし
た」と書かれた感想からは圏分(1倒的の述べる
「⑤他者の行動の一環性を信ずる(信頼感」や「⑥
他者とのかかわりをもっ(役割樹子)Jを養うこと
ができ，自他が協力しあい，課題達成のための自ら
の行動が変容した様子が窺える。子どもたちにと
って共同絵画は，楽しい活動と感じるのみではな
く，互いを信頼し支えあうことや，協力することの
大切さが芽生え始めるきっかけになったと考える。
共同絵画においては，話をしてはいけないとい
う活動条件の中で，一人では達成できない課題を
解決するために協力することを特に意識化した。
その結果「しっぱいしてもみんなが絵をなおして
くれるし，しゃべってもだめだったけどみんなで
きょうりよくしてl枚の絵ができてほん当によか
ったです」といった協力に対する肯定的な意見が
あった。協力することで「他者と調和し共に生き
る喜びJの価値が得られたと考える。
第2に「レゴ、ブ、ロックで乗り物を作ろう」は著
者が考案した鉛Eである。レゴプロックという具
体物を使い，レゴプロックを繋げ，考えていること
を可羽化し創造しながら，グループで協力して作
品をつくることをねらいとしたS切である。
A児の様子に着目すると，普段は自己主張の強
いA児だが， SGEの活動においては勝手な行動を
やめ，レゴプロックをグループの友達に渡し，協力
する態度が見られた。
子どもたちは，活動の中で他者の意見を否定す
るのではなく尊重しあう場面があり，自己主張し
ながら他者受容を行っていた。グループ内のコミ
ュニケーションの下線部では，自らの活動を優先
するのではなく，他者の意見を受け入れ，作品を創
り始める劉主観察された。ふりかえりカードの「話
し合いながらつくるのは大事なことだと思いまし
た」と書かれた感想からはs自己開示，自己主張，
及び他者を思いやりながら活動していることが分
かる。このことから，子ども同士の協力しあう関係
が形成されたと考える。
SGEの活動を行う際には，子どもたちの意見の
みでは活動が停滞する場面や，互いに自己主張を
しあう場面が存在した。その際，一度子ども同士の
関係から教師と子どもの関係に戻すことで，子ど
もの思考・表現の手がかりとなり，更なる深まりや
協力活動の様子が見られた。園分(1996)が「学級
経営における教師の意図的な人間関係づくりが，
教育に不可欠である」と述べるように，活動を子ど
も同士でのみ行わせるのではなく，教師の働きか
けや支えも求められる。
5 ~IJ達点と課題
2回の授業実践という特定かっ短期的な場にお
いて，豊かな人間関係が形成された。また，実践を
行う度に子どもたちが，コミュニケーションを図
り他者と協力しあう姿が観童書された。よって，協力
しあう学級を作る上でSGEを活用することは効果
的だと言える。
しかし，SGEの授業実践の場において協力しあ
う関係が見られたものの，本授業実臨i外の学習
場面や生活場面において，他者と協力しあう様子
は観察されにくかった。
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子どもたちが協力しあう関係になった要因と
して， rSGEの活動が日常にはない非日常的な場で
あったJからだと考える。「日常生活では体験でき
ない場Jr仲間に自分をわかってもらう休耽「日
常とは違った仲間関係の形成Jなどの非日常性が
意識化され，子どもたちは協力しあう関係へと発
展することへ繋がったと考える。
実践から SGEに効果があることは分かつた
が，SGEによる関係性を日常化することが必要で
ある。そのための教師による普段の働きかけを含
め，単発でない，一年を通して意図的，計画的，継
続的に協力しあう活動を行うことが課題となる。
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